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《
作
り
方
》

①
温
か
い
ご
飯
に
合
わ
せ
酢
を
混

ぜ
、
冷
ま
し
ま
す
。

②
焼
き
の
り
は
半
分
に
切
っ
て
巻

き
す
の
上
に
の
せ
、
ご
飯
を
広
げ

て
巻
き
６
等
分
に
切
り
ま
す
。

③
ま
ぐ
ろ
・
い
か
の
刺
身
を
刻
み

ま
す
。

④
卵
は
厚
焼
き
に
し
て
細
か
く
切

り
ま
す
。

③
の
り
巻
き
の
上
に
具
を
の
せ
て

で
き
あ
が
り
。

月・水・金曜日の午前10時から午後４時まで町保健センターで開いていますつどいの広場は

今月の
健康メニュー

「
オ
ー
ド
ブ
ル
の
り
巻
き
」

燃えるごみは、町指定のごみ袋で水をよく切って出してください総合相談室開設 ごみは分別を 

▲寄付に訪れた、佐藤寿恵郵便事業㈱須賀川支店長（中）、
　松川繁延郵便事業㈱鏡石郵便局長（右）

　12月14日（水）郵便事業株式会社より、復興支援として、町
へ防災車両の購入費用約360万円が寄付されました。
　寄付は、郵便事業株式会社で、「東日本大震災寄付金付きかも
め～る」と特殊切手「東日本大震災寄付金」に付加された寄付金か
ら贈られました。
　寄付に訪れたのは、郵便事業㈱須賀川支店長ら２名で、遠藤
町長へ寄付金を手渡しました。
　町では、災害時に使用する防災車両が購入から22年が経過し
ており、その導入費用に充てる予定で、車両は年度末に配備さ
れる予定となっています。

＝日本郵政募金会寄付＝

災車購入費を寄付防

▲福島県出身のタレントなすびさんも販売の応援に駆け付け、町の
　法被を着て支援していただきました

　12月15日（木）・16日（金）の2日間、世田谷で長い歴史
を持つボロ市で、復興支援として被災地の市町村の物産店
が市に軒を並べ、好評を博しました。
　これは、ボロ市を主催する、世田谷駅前商店街振興組合
のご厚意により、出店料やブースの確保など援助していた
だいて参加が実現しました。
　当日は、約30万人の人出があり、町観光協会の会員ら
がリンゴやお米など農産物を中心に販売し、ほぼ完売する
ほど好評でした。また、町の特産品として、鏡の雫などを
お客様に振る舞い、町の元気をPRしてきました。

＝世田谷ボロ市東北復興支援＝

統のボロ市で町をＰＲ伝

＝ホッとカフェ“ほのぼの”オープン＝

れあいの場を提供ふ

　12月17日（土）町老人福祉センター内にふれあいカフェ
“ほのぼの”がオープンしました。
　これは、町ボランティアセンターが企画運営し、被災者
や町の皆さんがくつろげる場を提供したいと開催したもの
で、今後、毎週土曜日午前10時から午後３時までオープ
ンするそうです。
　カフェでは、来ていただいた皆さんに楽しんでもらえる
よう、毎週イベントも用意しているそうです。センターで
は、「被災者の皆さんはもちろん、どなたでもご利用になれ
ますので、ぜひおいでいただいて、くつろいでいって下さ
い」と話していました。

▲カフェには飲み物や軽食が用意されています（カフェ利用料100円）

＝復興支援第26回復興バザー＝

民の皆さんの復興への願い町

　11月23日（木）町社会福祉協議会と福祉バザー実行委員
会が主催した「復興支援第26回福祉バザー」は、例年以上
の賑わいを見せ、多くの義援金が集まりました。
　毎年恒例となっている福祉バザーですが、今年は、復興
支援として売上金が町に寄付されることになりました。
　バザーでは、行政区を通じて約2,700点の出品があり、
訪れた皆さんは次々に商品を買い求めていました。
　売上金約45万円は、11月29日（火）、正木正秋社会福祉
協議会長と有我忠福祉バザー実行委員長が、町へ「バザー
へ参加していただいた町民の皆さんの復興への願いです」
と遠藤町長へ手渡されました。

▲会場には約500人のお客さんが詰めかけ、賑わいを見せました

　12月16日（金）イオンスーパーセンター鏡石店で、町交通安全
協会、町交通安全母の会、町TPT（少年のための少年による非行
防止活動）の３団体合同で、年末年始の事件事故防止キャンペー
ンが行われました。
　集まった約20名の皆さんは、交通安全の黄色いジャンパーと、
非行防止、防犯のシンボルカラーの赤い帽子をそれぞれ身につ
けると、交通事故や犯罪が多くなる時期を前に、お店に訪れた
お客さんにチラシやティッシュを配り、事件事故の防止を呼び
かけました。師走の買い物に訪れた皆さんは、チラシを見なが
ら、防犯や事故防止について考えていたようでした。

＝年末年始の事件事故防止キャンペーン＝

全な年末年始を安

▲寒空の中、訪れたお客さんにチラシなどを配り、事件事
　故の防止を呼びかけました
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